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自
販
連
京
都
府
支
部
（
伴
仲
弘
行
支
部
長
）
は
５
月
21
日
、
府
内
初
と
な
る
「
脱
炭

素
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
養
成
研
修
会
」
を
開
催
し
た
。
同
研
修
会
は
、
関
心
が
高
ま
る

環
境
問
題
に
対
し
て
、
次
世
代
自
動
車
の
有
益
性
を
ユ
ー
ザ
ー
に
伝
え
る
人
材
の
育
成

が
目
的
。
政
府
は
２
０
５
０
年
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に
向
け
た
各
種
取
り

組
み
を
加
速
さ
せ
て
お
り
、
自
動
車
業
界
は
電
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）
を
含
む
次
世
代
自
動
車

の
普
及
な
ど
に
お
け
る
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

第
一
回
と
な
っ
た
今
回

は
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
（
Ｃ
Ｎ
、
温
室
効
果
ガ
ス

の
排
出
量
実
質
ゼ
ロ
）
の
実

現
に
向
け
た
会
員
デ
ィ
ー
ラ

ー
の
理
解
を
深
め
、
普
及
の

機
運
醸
成
を
図
る
た
め
、
各

社
の
環
境
問
題
担
当
者
ら
が

中
心
に
参
加
し
た
。

　

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
Ｃ

Ｎ
の
実
現
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
体
験
す
る
カ
ー
ド
ゲ
ー

ム
と
、
各
省
庁
、
団
体
か
ら

招
い
た
講
師
に
よ
る
講
義
の

ず
つ
の
12
チ
ー
ム
を
編
成
し

て
プ
レ
イ
す
る
。
各
チ
ー

ム
は
、
電
力
会
社
、
住
宅
メ

ー
カ
ー
、
Ｉ
Ｔ
企
業
、
金
融

機
関
、
政
府
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
企
業
、
組
織
の
役
割
を
担

う
。
企
業
は
積
極
的
な
事
業

を
通
じ
て
収
益
を
得
ら
れ
る

一
方
で
、
温
室
効
果
ガ
ス
で

あ
る
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ

２
）
の
排
出
量
増
加
と
い
う

ジ
レ
ン
マ
に
悩
ま
さ
れ
る
。

　

逆
に
、
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
を

削
減
す
る
た
め
に
事
業
を
消

極
化
す
れ
ば
、
収
益
が
生
ま

れ
ず
、
事
業
継
続
が
難
し
く

な
る
。
Ｃ
Ｎ
の
実
現
に
は
、

経
済
的
な
成
長
を
図
り
つ

つ
、
持
続
的
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
り
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
は

難
し
い
判
断
を
迫
ら
れ
た
。

現
実
の
経
営
に
も
通
じ
る

部
分
が
大
き
く
、
参
加
者
ら

は
熱
心
に
意
見
を
交
換
し
合

い
、
真
剣
に
プ
レ
イ
に
取
り

組
ん
だ
。

　

ゲ
ー
ム
上
の
各
企
業
、
組

織
が
生
み
出
し
た
Ｃ
Ｏ
２

量

は
マ
ッ
プ
に
可
視
化
さ
れ
、

排
出
量
の
増
減
が
一
目
で
把

握
で
き
る
。
参
加
者
ら
は
、

他
チ
ー
ム
と
の
情
報
共
有
や

意
見
交
換
を
図
り
な
が
ら
、

社
会
全
体
で
の
最
適
化
を
模

索
。
最
終
的
に
は
、
経
済
と

環
境
の
好
循
環
（
デ
カ
ッ
プ

リ
ン
グ
）
の
実
現
に
成
功

し
、
カ
ー
ボ
ン
量
が
減
少
す

る
社
会
「
カ
ー
ボ
ン
ネ
ガ
テ

ィ
ブ
」
を
達
成
し
た
。

　

続
い
て
午
後
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
は
、
講
師
に
よ
る
講
演

を
受
講
。
地
球
温
暖
化
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
学
ぶ
と

同
時
に
、
温
暖
化
が
も
た
ら

す
健
康
リ
ス
ク
や
農
作
物
へ

の
影
響
、
Ｃ
Ｎ
の
実
現
に
向

け
た
行
動
変
容
の
必
要
性
な

府
内
で
初
開
催

脱
炭
素
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
養
成
研
修
会

顧
客
の
行
動
変
容
促
せ
る
か

ど
に
関
す
る
理
解
を
深
め

た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー
を
務
め
た
京
都
府

地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進

セ
ン
タ
ー
の
川
手
光
春
事

務
局
長
は
「
従
来
の
環
境

保
護
は
、
経
済
活
動
と
の
両

二
段
構
成
。
と
り
わ

け
、「
２
０
５
０
カ

ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
ゲ
ー
ム
」
で
は
、

経
済
成
長
を
進
め
な

が
ら
温
室
効
果
ガ
ス

の
排
出
量
削
減
を
目

指
す
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
体
験
に
、
参
加

者
は
大
き
な
関
心
を

示
し
た
。

　

こ
の
ゲ
ー
ム
は
、

受
講
者
ら
が
３
人

立
が
難
し
い
も
の
だ
っ
た
。

だ
が
、
現
代
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
の
技
術
進
歩
に
よ
っ

て
、
生
活
を
豊
か
に
し
な
が

ら
Ｃ
Ｎ
を
十
分
に
実
現
で
き

る
時
代
に
な
っ
て
い
る
。
次

世
代
自
動
車
の
普
及
が
、
会

員
デ
ィ
ー
ラ
ー
の
さ
ら
な
る

　

京
都
府
中
古
自
動
車
販
売

協
会
・
同
商
工
組
合
・
同
防

犯
連
絡
協
議
会
（
浅
野
史
郎

会
長
・
理
事
長
）
は
５
月
19

日
、
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア

京
都
（
下
京
区
）
で
、
通
常

総
会
を
開
催
し
た
。
３
団
体

で
合
計
15
議
案
を
審
議
し
、

い
ず
れ
も
承
認
さ
れ
た
。

　

協
会
は
昨
年
度
、
指
導
・

教
育
事
業
と
し
て
、
古
物
管

理
者
講
習
会
、
中
古
自
動
車

販
売
士
研
修
、
Ｃ
Ｓ
基
礎
研

書
士
と
の
連
携
に
努
め
る
。

　

商
工
組
合
は
、
共
有
在
庫

サ
ー
ビ
ス
「
Ｊ
Ｕ
テ
ン
ト

リ
」
の
利
用
促
進
、
京
都
オ

ー
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
㈱
と
の

提
携
記
念
オ
ー
ト
オ
ー
ク
シ

ョ
ン
（
Ａ
Ａ
）
の
開
催
、
封

印
受
託
事
業
の
実
施
な
ど
に

注
力
し
た
。
今
年
度
は
、
会

員
拡
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
Ｊ

Ｕ
中
販
連
が
主
催
す
る
大
型

成
約
施
策
「
オ
ー
ル
Ｊ
Ｕ
全

国
お
客
さ
ま
大
感
謝
祭
」、

Ｊ
Ｕ
ク
レ
ジ
ッ
ト
推
進
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
な
ど
の
実
施
を
通

じ
、
小
売
、
金
融
、
流
通
の

各
事
業
の
さ
ら
な
る
強
化
を

図
っ
て
い
く
考
え
。

　

防
犯
連
絡
協
議
会
の
総
会

で
は
、
京
都
府
警
察
本
部
生

活
安
全
部
か
ら
、
犯
罪
防
止

対
策
室
室
長
補
佐
の
洞
庭
修

平
警
部
ら
を
来
賓
に
招
い

た
。
洞
庭
警
部
は
、
増
加
す

る
特
殊
詐
欺
に
よ
る
被
害
状

況
に
触
れ
る
と
と
も
に
、
盗

難
車
が
犯
罪
に
使
わ
れ
、
二

次
的
被
害
に
つ
な
が
る
実
態

な
ど
に
言
及
し
、
盗
難
防
止

に
向
け
た
協
力
を
訴
え
た
。

　

浅
野
会
長
・
理
事
長
は

「
昨
年
度
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
34
季
連
続
で

目
標
達
成
す
る
な
ど
、
皆

さ
ん
の
協
力
で
各
事
業
を
強

力
に
推
進
で
き
た
。
今
年
度

も
Ｊ
Ｕ
京
都
の
ブ
ラ
ン
ド
力

と
認
知
向
上
に
取
り
組
み
つ

つ
、
会
員
拡
充
に
向
け
努
力

し
て
い
く
」
と
し
た
。

３団体で15議案を決議
小売・金融・流通を推進
JU京都 新年度総会開催

修
、
車
両
見
極
め
研
修
な

ど
を
精
力
的
に
実
施
。
同

時
に
、
中
古
車
の
総
額
表

示
を
含
め
た
各
種
法
令
順

守
の
徹
底
を
図
っ
た
。
新

年
度
も
引
き
続
き
研
修
、

講
演
会
な
ど
を
実
施
す
る

ほ
か
、
Ｊ
Ｕ
中
販
連
が
定

め
た
基
準
を
ク
リ
ア
す
る

Ｊ
Ｕ
適
正
販
売
店
認
定
制

度
の
推
進
、
提
携
先
行
政

発
展
の
き
っ
か
け
に
な
れ

ば
」
と
し
た
。

　

全
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
講
し

た
参
加
者
に
テ
ス
ト
が
実
施

さ
れ
、
合
格
者
は
「
脱
炭
素

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
」
と
合

わ
せ
て
、「
エ
コ
カ
ー
マ
イ

ス
タ
ー
」
に
認
定
さ
れ
る
。

　

５
月
30
日
に
開
か
れ
た
京

都
府
自
動
車
車
体
整
備
協
同

組
合
（
大
嶋
明
理
事
長
）
の

第
61
回
総
会
基
調
講
演
で
、

日
本
自
動
車
車
体
整
備
協
同

組
合
連
合
会
の
小
倉
龍
一
会

長
が
、
着
実
に
成
果
が
現
れ

つ
つ
あ
る
大
手
損
害
保
険
会

社
と
の
団
体
交
渉
を
テ
ー
マ

に
熱
弁
を
ふ
る
っ
た
。

　

先
般
の
指
数
対
応
単
価
の
引
き

上
げ
は
業
界
に
と
っ
て
の
前
進
で

あ
っ
て
も
、
決
し
て
ゴ
ー
ル
で
は

な
い
。
レ
バ
ー
レ
ー
ト
と
指
数
対

応
単
価
の
差
を
埋
め
て
い
く
こ
と

こ
そ
が
交
渉
の
本
質
だ
。
同
単
価

は
保
険
修
理
で
支
払
わ
れ
る
時
間

単
価
で
あ
っ
て
、
自
社
の
経
営
を

成
り
立
た
せ
る
た
め
の
レ
バ
ー
レ

ー
ト
と
は
性
質
が
異
な
る
。
本
来

は
事
業
場
ご
と
に
算
出
し
た
レ
バ

ー
レ
ー
ト
を
使
う
べ
き
だ
が
、
ア

ジ
ャ
ス
タ
ー
か
ら
は
「
指
数
対
応

単
価
で
計
算
し
て
」
と
言
わ
れ
る

こ
と
も
し
ば
し
ば
だ
。
あ
く
ま
で

肌
感
覚
だ
が
、
レ
バ
ー
レ
ー
ト
の

１
割
減
あ
た
り
の
価
格
を
対
応
単

価
に
設
定
し
て
い
る
工
場
が
多
い

よ
う
に
感
じ
る
。

　

公
正
取
引
委
員
会
か
ら
独
占
禁

止
法
の
適
用
除
外
を
受
け
、
取
り

組
ん
で
き
た
団
体
交
渉
で
は
あ
る

が
、
日
車
協
連
に
も
損
保
に
も
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
い
る
。
ど
ち

ら
に
も
ハ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
起
こ
ら

な
い
よ
う
ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
を
見

定
め
て
い
き
た
い
。
だ
が
、
修
理

工
賃
が
上
が
り
、
そ
れ
が
保
険
料

　

団
体
交
渉
と
は
、
一
昨
年

か
ら
始
ま
っ
た
日
車
協
連
、

４
メ
ガ
損
保
間
の
団
体
協
約

の
締
結
に
向
け
た
協
議
を
指講師を務めた小倉会長

す
。
こ
れ
ま
で
は
主
に
指
数

対
応
単
価
を
焦
点
と
し
、
25

年
度
で
全
国
平
均
18
・
８
％

の
引
き
上
げ
を
実
現
し
た
。

に
反
映
さ
れ
た
か
ら
と
言
っ
て
、

決
し
て
わ
れ
わ
れ
が
後
ろ
め
た
い

思
い
を
す
る
必
要
は
な
い
。

　

そ
れ
と
も
う
１
点
は
、
付
随
費

用
も
織
り
込
ん
だ
料
金
体
系
を

確
立
す
る
こ
と
。
こ
れ
ま
で
私
た

ち
は
車
を
お
預
か
り
し
て
か
ら
お

渡
し
す
る
ま
で
の
間
、
多
く
の
工

程
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実

作
業
の
対
価
し
か
い
た
だ
け
な
か

っ
た
。
だ
が
今
、
取
適
法
が
追
い

風
に
な
っ
て
い
る
。
今
年
も
対
応

単
価
の
引
き
上
げ
に
努
め
て
い
く

が
、
問
題
は
産
業
廃
棄
物
処
理
費

だ
。
修
理
代
金
の
何
％
ほ
ど
が
適

正
か
、
合
意
ま
で
は
少
々
時
間
を

要
す
る
だ
ろ
う
。

　

一
方
、
国
土
交
通
省
が
夏
ご
ろ

か
ら
始
め
る
車
体
整
備
の
基
礎
統

計
調
査
（
事
業
者
ア
ン
ケ
ー
ト
）

は
画
期
的
だ
。
整
備
業
と
違
い
、

車
体
整
備
業
に
は
工
場
数
な
ど
の

統
計
デ
ー
タ
が
一
切
な
い
。
皆
さ

ま
が
回
答
し
て
く
れ
れ
ば
来
年
度

か
ら
は
業
界
の
実
情
が
分
か
る
。

加
え
て
、
国
交
省
の
標
準
作
業
時

間
の
調
査
結
果
も
ま
も
な
く
ま
と

ま
る
。
調
査
は
（
認
定
機
関
の
）

独
テ
ュ
フ
ラ
イ
ン
ラ
ン
ド
が
限
定

３
車
種
の
工
数
を
検
証
し
た
も
の

だ
が
、
塗
装
に
限
っ
て
は
日
独
で

概
念
が
大
き
く
違
う
。
海
外
で
は

ほ
と
ん
ど
磨
か
な
い
し
、
色
目
が

シ
ン
プ
ル
だ
。
驚き

ょ
う
が
く愕
す
る
ほ
ど
の

乖か
い
り離

を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
思
う
。

講 

演 

要 

旨

「
付
随
費
用
も
適
正
収
受
へ
」

京
車
協
総
会
の
基
調
講
演
で

日
車
協
連
の
小
倉
龍
一
会
長
が
語
る


